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【
建
築
カ
レ
ッ
ジ
・
吉
川
新
吾

記
】
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
は
7
月

16
日
、
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ

ス
で
第
19
回
公
開
講
座
「
『
住
ま

い
の
文
化
』
そ
の
継
承
と
未
来
・

木
造
建
築
の
技
と
知
恵
を
現
代
に

生
か
そ
う
」
を
開
催
。
古
民
家
再

生
や
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の

関
心
か
ら
注
目
さ
れ
、
前
回
を
大

幅
に
超
え
る
約
1
5
0
人
が
参
加

し
、
大
成
功
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
を
通
じ
て
建
築
カ

レ
ッ
ジ
を
初
め
て
知
っ
た
と
い
う

初
参
加
の
人
が
多
く
、
本
校
の
存

在
を
建
築
に
関
心
を
持
つ
一
般
市

民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ
ン
ト
に

も
な
り
ま
し
た
。

第
一
部
で
基
調
講
演
し
た
内
田

青
蔵
神
奈
川
大
学
建
築
学
科
教
授

は
、「
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド（
解

体
・
新
築
）
か
ら
キ
ー
プ
＆
チ
ェ

ン
ジ
へ
（
維
持
・
変
化
と
継
承
）
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
提
示
し
、

そ
の
実
践
の
た
め
に
は
、
「
町
の

お
医
者
さ
ん
」
的
な
地
域
密
着
の

建
築
技
術
技
能
者
の
存
在
が
不
可

欠
と
語
り
ま
し
た
。

西
川
さ
ん
は
空

家
再
生
を
報
告

第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
は
、
住
み
手
、
設
計
、
施

工
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
キ
ー
プ

＆
チ
ェ
ン
ジ
の
事
例
を
紹
介
。
杉

並
区「
一
欅
庵（
い
っ
き
ょ
あ
ん
）」

（
登
録
有
形
文
化
財
）
オ
ー
ナ
ー

の
辻
寛
（
ゆ
た
か
）
さ
ん
は
、
1

9
3
3
年
築
の
自
宅
は
「
当
時
の

木
造
建
築
技
術
の
レ
ベ
ル
の
高
さ

を
物
語
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

る
」
と
魅
力
的
な
写
真
で
受
講
者

を
魅
了
。
カ
レ
ッ
ジ
第
11
期
生
の

西
川
み
つ
子
さ
ん
は
、
あ
き
る
野

市
の
養
沢
活
性
化
委
員
会
の
活
動

で
、
荒
れ
果
て
た
空
き
家
を
再
生

し
た
経
験
を
報
告
し
ま
し
た
。
第

5
期
生
の
小
松
完
（
か
ん
）
さ
ん

は
、
足
立
区
内
で
自
ら
手
が
け
た

大
規
模
な
リ
フ
ォ
ー
ム
で
の
、
長

い
歴
史
を
経
た
住
宅
に
お
け
る
思

い
が
け
な
い
発
見
に
つ
い
て
語
り

ま
し
た
。
進
行
役
の
金
田
正
夫
講

師
は
小
松
さ
ん
の
仕
事
に
触
れ
な

が
ら
、
建
材
メ
ー
カ
ー
の
「
カ
タ

ロ
グ
か
ら
材
料
を
選
ぶ
家
づ
く
り

を
し
て
い
た
ら
、
失
わ
れ
て
し
ま

う
技
術
技
能
が
あ
る
」
と
持
論
を

展
開
し
ま
し
た
。

今
回
の
公
開
講
座
は
、
東
京
建

築
カ
レ
ッ
ジ
の
社
会
的
使
命
、
存

在
意
義
を
改
め
て
明
確
に
す
る
と

と
も
に
、
経
年
し
た
建
築
を
次
代

に
受
け
継
ぐ
と
い
う
文
化
性
と
地

球
環
境
へ
の
貢
献
の
両
面
で
、
技

術
技
能
の
後
継
者
を
育
て
る
建
築

カ
レ
ッ
ジ
の
使
命
を
浮
き
彫
り
に

し
ま
し
た
。

【
仕
事
対

策
部
・
小
路

芳
雄
記
】
7

月
13
日
、
Ｔ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
・
Ｄ

Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｎ

・
Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ

Ｐ
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
ル
ー
ム

に
お
い
て
、

東
京
都
地
域

住
宅
生
産
者

協
議
会
（
都

住
協
）
主
催

の
「
最
新
の
省
エ
ネ
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
等
が
わ
か
る
！
設
備
メ
ー
カ

ー
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
見
学
会
＆
東
京

都
の
省
エ
ネ
住
宅
促
進
に
向
け
た

取
組
」
の
講
演
会
が
29
人
の
参
加

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
東
京
都
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
課
の
徳
田
氏
よ
り
、
8
月
よ

り
施
工
さ
れ
る
「
平
成
29
年
度
既

存
住
宅
に
お
け
る
高
断
熱
窓
導
入

促
進
事
業
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
8

月
12
日
に
始
ま
る
予
定
の
都
の
補

助
事
業
に
お
い
て
は
、
窓
の
改
修

工
事
の
6
分
の
1
の
補
助
（
最
高

50
万
円
ま
で
）
が
支
給
さ
れ
、
国

の
補
助
、
各
市
区
町
村
で
行
な
わ

れ
る
補
助
を
併
用
す
る
と
、
本
人

負
担
は
約
2
分
の
1
で
実
施
で
き

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
後
、
Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ
よ
り
高

断
熱
窓
の
「
商
品
」
の
説
明
を
受

け
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
見
学
に
。

こ
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
は
リ
ビ
ン

グ
、
窓
、
バ
ス
、
ト
イ
レ
な
ど
様

々
な
品
物
が
展
示
さ
れ
、
断
熱
ガ

ラ
ス
の
実
地
体
験
な
ど
が
目
で
見

て
、
体
験
で
き
る
場
と
し
て
、
工

務
店
な
ど
事
業
所
が
お
施
主
さ
ん

を
連
れ
て
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

【
特
別
教
育
な
ど
】

足
場
①
8
月
25
日
（
金
）
府
中
職

業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
、
②
9
月

5
日
（
火
）
池
袋
、
7
千
円

石
綿
9
月
19
日
午
後（
火
）池
袋
、

4
2
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
・

丸
の
こ
・
熱
中
症
と
3
日
間
連
続

セ
ッ
ト
割
引
1
万
7
2
0
0
円

自
由
研
削
砥
石
9
月
20
日
（
水
）

池
袋
、
7
5
0
0
円
、
丸
の
こ
・

熱
中
症
と
2
日
間
連
続
セ
ッ
ト
割

引
1
万
4
千
円

丸
の
こ
9
月
21
日
（
木
）
池
袋
、

熱
中
症
と
同
日
セ
ッ
ト
割
引
7
5

0
0
円

熱
中
症
9
月
21
日
（
木
）
池
袋
、

3
3
0
0
円

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
①
9
月

6
〜
7
日
（
水
木
）
池
袋
、
②
10

月
11
〜
12
日
（
水
木
）
池
袋
、
1

万
4
千
円

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
の
能
力

向
上
教
育
《
初
開
催
》
（
お
お
む

ね
5
年
毎
の
再
教
育
）
9
月
27
日

（
水
）
池
袋
、
8
千
円

【
事
業
所
向
け
】

新
入
職
者
教
育
（
法
定
の
「
雇
入

れ
時
教
育
」
の
一
部
と
、
足
場
特

別
教
育
・
熱
中
症
の
2
つ
の
特
別

教
育
を
実
施
）9
月
4
〜
5
日（
月

火
）
池
袋
、
9
3
0
0
円

【
建
設
機
械
】

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
9
月
14
〜

16
日
（
木
金
土
）
西
多
摩
支
部
会

館
、
3
万
2
千
円

玉
掛
①
9
月
15
〜
17
日（
金
土
日
）

西
多
摩
支
部
会
館
、
②
10
月
3
〜

5
日
（
火
水
木
）
池
袋
、
2
万
1

千
円

小
型
車
両
系
建
設
機
械（
整
地
等
）

特
別
教
育
（
機
体
重
量
3
ト
ン
未

満
の
整
地
・
掘
削
機
械
の
運
転
）

9
月
15
〜
16
日
（
金
土
）
西
多
摩

支
部
会
館
、
1
万
5
千
円

【
溶
接
】

ガ
ス
溶
接
9
月
2
〜
3
日（
土
日
）

多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
西
立
川
）
、
1
万
6
千
円

【
作
業
主
任
者
】

有
機
溶
剤
9
月
11
〜
12
日（
月
火
）

池
袋
、
1
万
1
千
円

足
場
9
月
13
〜
14
日
（
水
木
）
池

袋
、
1
万
1
千
円

配
管
工
（
常
用
、
社
員
、
見
習
）

斉
藤
管
工
（
葛
飾
支
部
）

☎
0
8
0
―
4
0
9
9
―
7
8
1
7

大
工
（
常
用
、
手
間
請
、
請
負
）

ハ
ー
ツ
ク
ル
ー
（
日
野
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
2
5
1
―
3
9
4
7

保
温
工
（
社
員
）

須
藤
保
温
工
業
㈱
（
台
東
支
部
）

☎
3
8
0
1
―
2
5
0
5

解
体
工
・
重
機
オ
ペ
（
社
員
）

㈲
橘
興
業
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
5
8
7
―
1
6
5
1

土
木
設
計
技
術
者
（
常
用
）

㈾
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
設
計
（
豊
島
支
部
）

☎
5
9
0
7
―
2
8
1
0

外
構
作
業
員
・
一
般
土
木
作
業
員
（
常

用
、
手
間
請
、
請
負
、
社
員
、
見
習
）

㈲
北
信
工
業
（
府
中
国
立
支
部
）

☎
0
4
2
―
3
5
8
―
1
3
3
3

塗
装
工
（
常
用
、
見
習
）

㈲
エ
ス
ツ
ー
美
装
（
板
橋
支
部
）

☎
0
8
0
―
5
4
4
1
―
1
4
7
7

型
枠
大
工
（
常
用
）

大
建
企
業
合
同
会
社
（
目
黒
支
部
）

☎
6
8
8
4
―
0
5
7
7

内
装
施
工
管
理
（
社
員
）

㈱
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
（
品
川
支
部
）

☎
5
4
3
6
―
1
7
7
2

1
級
又
は
2
級
建
築
施
工
管
理
技
士

（
社
員
）、
塗
装
・
シ
ー
ル
・
防
水
・
ロ

ー
プ
工
（
常
用
、
社
員
）

㈱
ク
レ
ン
セ
（
府
中
国
立
支
部
）

☎
0
4
2
―
3
3
6
―
5
8
3
9

設
備
・
配
管
（
社
員
）

㈲
髙
萩
パ
イ
ピ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（
小
平

東
村
山
支
部
）

☎
0
4
2
―
3
9
5
―
8
1
1
9

屋
根
板
金
手
伝
い
（
手
間
請
、
ア
ル
バ

イ
ト
、
他
）

白
石
総
建
㈱
（
調
布
支
部
）

☎
0
9
0
―
7
4
0
2
―
3
3
4
1

電
工
（
社
員
）

㈲
Ｊ
Ｅ
Ｓ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
墨
田

支
部
）

☎
5
6
6
9
―
6
6
7
3

防
水
工
（
シ
ー
リ
ン
グ
）（
社
員
）

㈱
マ
ル
菱
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
8
0
―
1
1
0
9
―
2
6
9
6

土
木
工
事
一
式
（
常
用
）

村
松
建
設
㈱
（
村
山
大
和
支
部
）

☎
0
4
2
―
5
6
3
―
3
3
1
8

電
気
・
設
備
・
大
工
（
請
負
）

㈲
伊
藤
工
務
店（
小
金
井
国
分
寺
支
部
）

☎
0
4
2
―
3
2
2
―
0
0
2
1

空
調
設
備
工（
常
用
、
手
間
請
、
社
員
）

㈲
首
都
圏
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
マ

ル
タ
マ
（
江
戸
川
支
部
）

☎
3
6
8
7
―
1
6
8
5

シ
ー
リ
ン
グ
工
（
常
用
、
手
間
請
）

㈲
林
工
業
（
江
戸
川
支
部
）

☎
3
6
3
6
―
5
3
4
3

シ
ー
リ
ン
グ
工
（
常
用
、
手
間
請
、
社

員
、
見
習
）

㈱
Ｄ
Ｓ
（
板
橋
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
6
7
6
―
2
2
2
3

塗
装
（
見
習
）

㈲
新
昇
塗
装
（
墨
田
支
部
）

☎
3
6
1
0
―
7
7
8
9

代
理
人
、
現
場
監
督
（
社
員
、
見
習
）

㈱
高
師
工
務
店
（
江
東
支
部
）

☎
3
6
8
1
―
7
0
5
5

電
気
通
信
設
備（
常
用
、手
間
請
、社
員
）

㈲
ク
ラ
ウ
ド
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
4
7
0
1
―
6
0
9
0

電
気
工
事
（
社
員
）

㈱
悠
電
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
5
5
2
3
―
0
2
0
3

と
び
・
鍛
冶
工
（
社
員
、
見
習
）

㈱
数
野
組
（
板
橋
支
部
）

☎
0
9
0
―
1
5
3
0
―
6
0
5
4

キ
ー
プ
＆
チ
ェ
ン
ジ
へ

カレッジ

公
開
講
座
で
市
民
に
ア
ピ
ー
ル

前回より大幅増の約150人が参加

ショールームで最新技術を見学

省エネ設備を見学
国・自治体の補助も学ぶ

求

人

求

職

求

人

求

人


